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研究成果の概要（和文）： 本研究では、言語コミュニケーションにおける場の理論を構築することを目的に研究を重
ねてきた。これまでの言語学は、言語の語られる具体的な場から、語られた音声だけを取り出して、その音声配列など
を研究対象としてきた。これに対し、言語コミュニケーションにおける場の理論では、言語を、それが話される場にあ
る音声の抑揚、身振り手振り、表情、話し手と聞き手の関係性、知識、立場、状況、話し手らの記憶に保存されている
その言語に関係する様々なエピソードなど、あらるゆ非言語的な情報（場の情報）との結びつきの中で言語を捉える。
　この研究で、場の情報と密接な関係性を持って、言葉の意味が決められていることが分かってきた。　

研究成果の概要（英文）：The purpuse of this study has been the construction of Ba Theory in Language and C
ommunicaition practices.  Previous studies in Linguistics have been investigating language without paying 
attention to concrete Ba where the language is spoken. In contrast, our Ba theory in Language and Comunnic
ation practices considers language as the entity which includes all non-linguistic information (informatio
n of Ba) such as intonation of speech, gesture,gesticulation,expression,relationship with speaker and hear
er,knowledge of the participants, grounding,situiation, and various episodes which are conserved in our me
mory. This study finds that the meaning of language is decided with deep relation of information of Ba. 
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１．研究開始当初の背景 

(1) 本研究が始まった当時、言語やコミュニ

ケーション研究の主流は、言語をそれが置か

れている場から切り離し、語られたことばや

書かれた文字だけを取り出して、これを「言

語」として分析する方法が採られていた。し

かし、ことばは、それが語られる場所におい

て、具体的な意味を持つものとして発せられ、

かつ、受け取られているのであり、ことばが

コミュニケーション機能を担う限りにおいて、

これが語られる場における様々な非言語的な

情報と一体となって、その意味が伝えられる

ものではないかと考えられた。 

 

(2) 他方、20 世紀の終わり頃から始まった複

雑系科学は、様々な同期現象をはじめとする

複雑系における自己組織化と呼ばれる現象が

人間社会にも存在することを次第に明らかに

しつつあった。Mr.O.コーパスを使った井出の

先行研究では、同じ課題を達成するプロセス

において、この同期現象が日本語の会話者の

合意形成を助けていることを明らかにした。

また、部分を集めれば全体が分かるとする要

素還元主義的な近代科学の方法には限界があ

り、個が全体に作用を及ぼし、逆に全体が個

に影響を及ぼし、個と全体が相互に包み合う

ような相互作用が存在することが生物学を始

め、多くの科学で指摘されつつあった。 

 

２．研究の目的 

(1) このような背景のもとで、新たにことば

が話される具体的な場の中に言語をおいて、

コミュニケーション全般を研究するという課

題に取り組むことが必要とされたのであり、

本研究の目的は、言語・コミュニケーション

における場の理論を構築するという点にある

(2) これは、新しい課題であり、新たな理論

的枠組みを構築する目的を持つものであるか

ら、まずは、過去の言語及びコミュニケーシ

ョン研究を振り返り、ことばが語られる具体

的な場の視点を持つものを整理し、これまで

の場の考え方を言語に適用して、言語学とし

ての場の理論を構築するという点に重要な意

義があり、これを解明するのが本研究の目的

であった。 

 

３．研究の方法 

(1)言語・コミュニケーションにおける場の理

論を構築するにあたり、まず、場の理論一般

の考え方を整理し、その上で、これを言語・

コミュニケーションにどのように応用が可能

かを研究した。そのため、場の言語・コミュ

ニケーション研究会を設立し、場の視点から

考えられる研究を集め、多様な角度から、言

語・コミュニケーションに場の考え方を取り

入れるための方法を研究した。また、日本語

と英語の違いを場の視点から明らかにするこ

とによって、言語が場というものに深く規定

されていることを調べた。 

(2)そして最後に場の理論が日本特有のもの

ではなく、普遍的なものであることを明らか

にするため、欧米の言語学者・文化人類学者

との間で、場の理論が日本だけではなく世界

に通用する普遍性を持っていることを、欧米

の学者と対談し、場の理論の基礎にある日本

の場の思想を紹介する方法により、確認する

作業を行った。 

 

４．研究成果 

(1)日本認知言語学会第 13回大会(平成 24年）

において、「場の言語学とは何か」というワー

クショップを開催し、その中で場の言語学の



基本的な考え方を公表した。まず、岡は、「場

の言語学と認知言語学－その統合と発展」と

題して、認知言語学と場の言語学との差異性

について、前者は、近代の枠組（個と因果関

係、主客分離、自他分離）から完全に出ては

いないのに対し、場の言語学は明確に個と因

果関係ではなく、場と相互作用、主客分離で

はなく、主客非分離、自他分離ではなく、自

他非分離のパラダイムに立脚するものである

ことを明らかにした。 

(2)そして、大塚は、「言語学における場の理

論とは何か」と題して、場の理論の特徴とし

て、個物は独立自存しているのではなく、絶

えず場の中で他の個物と相互作用しているこ

と、全体は、個物の寄せ集めではなく、そこ

には場の自己組織機能があり、個物だけでは

説明ができない現象があること、個物は生成

死滅するが、その個物の置かれている場は存

続していることを明らかにした。 

(3)井出・櫻井は、「場の理論からみた言語」

と題して、これを言語学に応用し、言語研究

における場の理論の概念として、「内的視点」

と「自己の二重性」を取り上げた。日本語の

談話では、あいづち、うなづき、引き取り等

の同調現象が頻繁に見られるが、これは、話

をする二者の間に身体的リズムの同期現象で

あるイントレインメント（引き込み）が自他

非分離的に働く結果であると考えた。人は、

卵の黄身と白身のように、中心に自我を持ち

ながらも、自他非分離的なつながりを場の中

に持っており、場の内部においては、このつ

ながりが存在している。 

(4)このつながりの一つが「身体」である。河

野は、「場における身体性と言語」と題して、

場の情報は、いわゆる暗黙知（暗在系）であ

り、記号化できない性質を持っているとの発

表を行った。山口（2002）がフッサールの匿

名的身体性の概念を援用し、乳幼児の自他非

分離的な身体性の共有がコミュニケーション

の素地となっていると指摘し、竹内(1998）が

ダンスのレッスン中に自と他が溶け合うよう

な変貌を体験すると述べており、これは、複

雑系における非線的な生成機能と等価な機能

的特質を持つ同期現象が共空間内にいる人間

の間にも生じることを意味していると考えら

れる。このような自他非分離的な身体的コミ

ュニケーションの創出については、車椅子と

操縦者との共働（三輪 2000）、組織体におけ

る暗黙知の共有による共創（Nonaka & 

Takeuchi1995）、在外企業における日本人と

米国人との非言語的交流を基礎とする創発

（Kono 2008）などにも見られる。また、こ

とばそれ自体が、呼吸、響き、リズム、生命

活動と切り離せない身体性を持っており(鎌

田 1990)、言葉の叙述機能が記号体系を超え

た情意的同調作用を聞き手や読み手に惹起す

る(市川 1992)。これらは言語を道具とした身

体のはたらきと見ることができる。 

(5)翌平成 25年の日本認知言語学会第 14回大

会では、「場の理論と日本語の文法現象」とい

うテーマでワークショップを行い、場の理論

からみた日本語の文法現象の特徴について発

表した。まず、岡は、「場の理論と言語類型論」

と題して、能格は、具格あるいは原因格が起

源であるとする考え方(近藤 2005)を踏まえ

て、「風で扉が開く」など従来能格と言われる

ものが場所性を持っていることを明らかにし、

場所的観点から「能動詞」「所動詞」という類

型(三上 1953)を精緻化することを提案した。 

(6)新村は、「直示用法の指示詞・人称詞にみ

る日英の「場認識」の違い」と題して、直示

用法の指示詞・人称詞を通して、日本語と英



語とでは、「場認識」に基本的な違いがあるこ

とを明らかにした。すなわち、日本語では、

直示用法の指示詞も、人称詞も、話し手が対

象を現場に位置づけてとらえる表現であるの

に対して、英語の場合には、対象を脱現場化

し、抽象化してとらえる表現であることを示

し、日本語話者の場認識は発話の現場にある

のに対して、英語話者の場認識は抽象的「談

話の場」にあることを明らかにした。 

(7)櫻井は、「言語獲得にみられる事態把握と

場の言語学」と題して、Frog Storyを通して、

言語獲得に見られる事態把握が英語と日本語

とでどのように異なるのかを明らかにした。

すなわち、3 歳児においては、日本語話者も

英語話者も、他動的関係を捉えることをしな

いが、英語話者は、5 歳児及び 9 歳児におい

ては、英語特有の他動的関係を表現するよう

になり、同年齢の日本語話者は同年齢におい

ても、事態を場にあるがままに捉えて他動的

に捉えないのである。つまり言語獲得の初期

の段階では、英語話者も日本語話者と同じよ

うに事態を他動的ではなくあるがままに捉え

る見方をすることを意味していると考えるこ

とができる。 

(8)小柳は、「存在スキーマを基本とした日本

語の自他交替の分析－場所の焦点化はどのよ

うな構文と意味を創り出すか」と題して、存

在スキーマを基本とした日本語の自他交替の

分析を行った。BE存在と BE所有とは、「場

所」と「参与者」を関係付ける最も基本的な

概念であり、その違いは両者の把握の違いに

よる。存在が基本にあり、「人との関連付け」

「場所の焦点化」のいずれか又は双方によっ

て BE所有が生まれると考え、BE存在スキー

マから BE 所有スキーマへの拡張する事態認

知モデルを提案した。 

(9)以上のような研究を踏まえて、大塚は、カ

リフォルニア大学バークレー校の言語学・文

化人類学の教授であり、2013年に同校に設置

された Social Science Matrixの Directorで

ある W.ハンクス教授との間で場の理論につ

いてメールの交換をし、2014年 3月、来日し

たハンクス教授と大塚との間で、場の理論に

ついて対談を行った。その結果については、

ハンクス教授がフランスで講演され、論文を

通じて公表される予定であるが、そこでは、

次の点が確認された。すなわち、言語・コミ

ュニケーションの本質を明らかにするために

は、従前の要素還元主義的な方法による分析

だけでは不十分であり、主客非分離性（身体

性）、自他不分離性（二重生命的な存在性）を

踏まえて考察する必要があること、その解明

に当たっては、複雑系における自己組織化な

いしは自己組織の考え方が重要な意味を持っ

ており、従来の研究方法を見直す必要がある

ということである。 

(10)この 3 年間の研究において、場の理論の

基本的な考え方が構築され、これが場の言語

学あるいは、場所の言語学として、言語・コ

ミュニケーションの探求においても有効な考

え方であることが明らかになったと考えてい

る。そこで、我々は、本研究発表に新たに参

加したメンバーを連携研究者、研究協力者に

加え、更に上記ハンクス教授も研究協力者と

して、言語・コミュニケーションにおける場

の理論の発展をテーマとした研究活動を引き

続き行うこととなった。従来の研究方法では

捉えることができなかった領域に入り込むた

め、これを具体的にどのような方法論を用い

て探求するのかについても難しい課題を抱え

ているが、これまでの研究には見られない新

たな知見を付け加えるものであり、この新し



い場の理論をより精緻にし、日本語教育、英

語教育など実用的な分野においても有効な理

論を提供していきたいと考えている。 
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